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東
京
文
化
財
ウ
イ
ー
ク
二
〇
〇
三

日
月
1
日
か
ら
7
日
は
文
化
庁
が
主

唱
す
る
「
文
化
財
保
護
強
調
週
間
」
で
す
。

昭
和
二
四
年
、
法
隆
寺
金
堂
の
失
火
に
よ

り
世
界
最
古
の
木
造
建
築
物
に
描
か
れ
た

白
鳳
時
代
の
壁
画
が
焼
損
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
の
事
件
を
教
訓
と
し
て
、
翌
年

に
は
文
化
財
保
護
法
が
施
行
さ
れ
る
な
ど

文
化
財
保
護
へ
の
取
り
組
み
が
強
化
さ
れ

ま
し
た
。

「
文
化
財
保
護
強
調
週
間
」
　
は
、
様
々

な
行
事
や
広
報
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
国
民
共
有
の
財
産
と
し
て
の
文

化
財
に
対
す
る
愛
護
思
想
を
普
及
す
る
た

め
に
、
昭
和
二
九
年
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

東
京
都
で
は
、
平
成
一
〇
年
度
か
ら
こ

の
週
間
前
後
を
「
東
京
文
化
財
ウ
イ
ー
ク
」

と
し
て
、
都
内
全
域
で
一
斉
に
文
化
財
（
国

指
定
及
び
都
指
定
文
化
財
）
　
を
公
開
す
る

と
と
も
に
、
関
連
す
る
企
画
事
業
を
あ
わ

せ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
文

化
財
に
触
れ
る
機
会
を
皆
さ
ん
に
提
供
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
歴
史
や
古
く
か
ら

の
文
化
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
こ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

本
年
度
は
、
日
月
3
日
　
（
月
・
祝
）
　
か

ら
9
日
　
（
日
）
　
ま
で
の
七
日
間
に
、
二
百

ヶ
所
ほ
ど
の
文
化
財
が
公
開
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
1
0
月
1
日
（
水
）
か
ら
日
月
3
0

日
　
（
日
）
　
ま
で
、
講
座
な
ど
百
件
ほ
ど
の

文
化
財
保
護
企
画
事
業
が
都
内
各
地
で
行

わ
れ
ま
す
。

練
馬
区
内
で
も
、
調
査
発
表
や
特
別
展

と
い
っ
た
六
事
業
を
企
画
し
ま
し
た
。
ま

た
、
国
指
定
の
天
然
記
念
物
「
練
馬
白
山
神

社
の
大
ケ
ヤ
キ
」
な
ど
国
・
都
指
定
文
化
財

が
公
開
さ
れ
ま
す
。

普
段
か
ら
見
学
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま

す
が
、
公
開
期
間
中
は
場
所
を
示
す
の
ぼ

り
が
立
て
ら
れ
、
解
説
カ
ー
ド
も
用
意
さ

れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
訪
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。

「
．
●
．
－
．
■
．
■
．
－
．
－
．
■
．
■
．
■
．
一
．
－
．
■
．
■
．
●
．
一

川
本
号
で
ご
案
内
の
文
化
財
講
座
や
「
わ
川

が
ま
ち
再
発
見
」
の
参
加
方
法
な
ど
、
詳
”

繭
は
1

0
月
2
1
日
発
行
の
「
ね
り
ま
区
報
〓

川
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

暴
1

5
回
線
名
旦
侃
象
工
芸
点

～
鹿
島
に
括
き
る

江
戸
の
幅
と
捜
～

長
い
歴
史
に
培
わ
れ
た
伝
統
工
芸
の
数
々
。

父
か
ら
子
、
子
か
ら
孫
へ
と
受
け
継
が
れ
、
現

在
も
私
た
ち
の
生
活
の
中
に
生
き
続
け
て
い
ま

す
。
そ
の
作
品
の
一
つ
ひ
と
つ
に
は
、
職
人
の

英
知
や
技
術
、
心
意
気
ま
で
も
が
込
め
ら
れ
て

お
り
、
「
江
戸
の
心
と
技
」
を
感
じ
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
練
馬
に
伝
わ
る
伝
統
工
芸
の
す
ぼ

ら
し
い
技
術
と
作
品
に
ぜ
ひ
触
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
と
き
日
月
2
日
（
日
）
～
4
日
（
火
）

午
前
1
0
時
か
ら
午
後
6
時
ま
で

（
4
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

▼
と
こ
ろ
石
神
井
公
園
区
民
交
流
セ
ン
タ
ー

西
武
池
袋
線
「
石
神
井
公
園
駅
」

北
口
下
車
徒
歩
1
分

▼
主
催
練
馬
区
伝
統
工
芸
会

▼
後
援
練
馬
区
・
練
馬
区
教
育
委
員
会

練馬白山神社の大ケヤキ

文
化
財
講
座
　
「
伝
統
工
芸
講
演
会
」

＊
期
間
中
の
1
1
月
4
日
（
火
）
に
、
職
人
を
招

い
て
伝
統
工
芸
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
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調
査
研
究
発
表
会

「
千
日
上
水
・
田
柄
用
水
・

石
神
♯
城
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

克【付…」．止

」
一

　

＼

「
徳
川
綱
吉
御
殿
跡
之
碑
」
を

建
立
し
ま
す

現
在
、
文
化
財
講
座
の
受
講
生
が
教
育
委
員

会
の
呼
び
か
け
に
応
じ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
千

川
上
水
と
田
柄
用
水
の
歴
史
を
調
べ
、
現
況
を

調
査
・
記
録
し
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
の
地
図

や
写
真
を
展
示
し
、
調
査
の
報
告
を
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
で
最
後
と
な
る
石
神
井
城
跡
の
構

造
解
明
発
掘
調
査
（
区
民
参
加
）
に
つ
い
て
ス
ラ

イ
ド
を
使
っ
て
解
説
し
ま
す
し

ど
な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
身
近
な
文
化
財
を
知
っ
て
み
ま
せ
ん
か
し

●
日
時
1

1
月
2
日
（
目
）

午
後
1
時
3
0
分
～
1
時

各
発
表
時
間
に
つ
い
て
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
し

●
会
場
練
馬
区
職
員
研
修
所

【
豊
玉
北
5
・
－
・
2
7

練
馬
駅
下
車
徒
歩
8
分
】

●
発
表
内
容
①
千
川
上
水
調
査
報
告

②
田
柄
用
水
調
査
報
告

③
石
神
井
城
跡
調
査
報
告

千
川
上
水
血
田
柄
用
水
を

調
査
し
て
い
ま
す

区
民
の
皆
さ
ん
と
流
路
の
確
認
と
現
況
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
千
川
上
水
は
江
戸
時

代
に
飲
料
水
と
し
て
、
田
柄
用
水
は
明
治
時
代

に
農
業
用
水
と
し
て
引
か
れ
ま
し
た
。

調
査
は
、
千
川
上
水
は
西
東
京
市
・
武
蔵
野

市
の
玉
川
上
水
取
水
口
か
ら
豊
島
区
ま
で
、
田

柄
用
水
は
西
東
京
市
の
田
無
用
水
分
水
口
か
ら

●
石
碑
の
形
に
つ
い
て

1
・5
m
の
円
形
、
黒
御
影
石
製

・
将
軍
綱
吉
治
世
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
「
寛
永

通
宝
」
を
模
し
た
も
の
で
、
設
置
場
所
に
相
応

し
い
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と
し
ま
し
た
。

板
橋
区
の
石
神
井

川
合
流
点
ま
で
と

し
て
い
ま
す
し
　
古

地
図
な
ど
を
頼
り

に
、
実
際
に
千
川

上
水
や
田
柄
用
水

を
た
ど
っ
て
み
る

と
い
ろ
い
ろ
な
発

／
兄
が
あ
り
ま
す
。

／

江
戸
幕
府
第
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
が
将
軍
就

任
前
の
寛
文
年
間
（
1
7
世
紀
後
半
）
に
、
「
鷹

狩
御
殿
」
を
建
て
た
こ
と
に
由
来
し
て
「
徳
川

綱
吉
御
殿
跡
之
碑
」
を
建
立
し
ま
す
。

＊
「
綱
吉
と
鷹
狩
」
に
つ
い
て
は
、
本
誌
第
5
5

号
（
平
成
1
4
年
1
0
月
発
行
）
に
詳
し
く
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
内
容
を
文
化
財
係
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
本
号
の
4
面
参
照
）
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

●
設
置
場
所
北
町
小
学
校
（
北
町
1
1
1
】

4
1

1
1
）
の
北
西
角
、
田
柄
川
縁
道
沿
い

石
神
井
城
跡
発
掘
調
査
現
場
解
説
会

ー■

．

－

．

■

．

1

．

t

．

■

．

－

．

■

1
0

月

に

発

掘

調

査

を

実

施

す

る

主

郭

内

部

の

土

坑

（

地

下

室

？

）

を

公

開

し

解

説

を

し

ま

す

。

●

日

時

1

1

月

3

日

（

月

・

祝

）

午

前

1

1

時

～

午

後

2

時

3

0

分

●

場

所

石

神

井

城

跡

主

部

跡

（

石

神

井

公

園

三

宝

寺

池

南

側

の

台

地

）

田制帽道

、◆泡 　 Ⅳ

珊 小学校 ①体育館

＿

■

■
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■

●

■

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

●

‖
除
幕
式
と
し
て
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
‥

■

■
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t

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

●

■

■

■

■

■

■

■

1

1

1

●

1

1

■

■

■

■

■

●

■

■

■

－

〇
日
時
　
平
成
1
5
年
日
月
1
6
日
（
目
）

午
前
1
0
時

○
会
場
　
北
町
小
学
校
体
育
館

○
講
師
　
松
下
正
巳
先
生

○
演
題
　
「
将
軍
綱
吉
と
ね
り
ま
」

＊
　
講
演
終
了
後
、
セ
レ
モ
ニ
ー
（
除
幕
・
記

念
植
樹
）
を
現
地
で
行
な
い
ま
す
。



第58号　ねりまの文化財　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成15年（20（刷10月

郷
土
資
料
室
　
特
別
展「

江
戸
時
代
の
練
馬
」

文
化
財
め
ぐ
り

「
わ
が
ま
ち
思
愚
見
」
を
飼
倦
1
ま
す
！

●

■

　

■

　

■

●

　

●

●

●

　

■

■

●

　

■

　

1

●

●

　

●

－

■

・

．

●

　

●

●

●

　

●

●

■

　

●

●

●

　

●

●

●

●

●

■

　

●

●

■

　

■

徳
川
家
康
は
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
、
征

夷
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
、
江
戸
幕
府
を
開
き
ま

し
た
〔
今
牢
は
そ
の
年
か
ら
ち
ょ
う
ど
四
百
年

目
に
あ
た
り
ま
す
r
～
郷
土
資
料
室
で
は
、
こ
れ

を
記
念
し
て
江
戸
時
代
の
練
馬
に
関
す
る
特
別

展
を
開
催
し
ま
す
し

現
在
の
練
馬
区
域
の
村
々
は
、
江
戸
時
代
、

江
戸
で
生
活
す
る
人
々
が
消
費
す
る
野
菜
の
生

産
地
で
し
た
。
ま
た
、
江
戸
近
郊
に
位
置
し
て

い
る
た
め
、
徳
川
家
一
族
の
鷹
場
が
設
置
さ
れ

た
り
、
盛
岡
藩
南
部
家
の
抱
地
が
置
か
れ
た
り

し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
練
馬
区
域
の
村
々
は
、
江
戸

と
の
関
わ
り
を
持
ち
な
が
ら
発
展
し
、
そ
の
傾

向
は
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
ま
す
ま
す
関
係
が

深
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

●

■

●

●

■

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

，

●

▲

●

1

■

●

●

■

●

●

●

1

○

○

■

●

●

〇

一
方
で
、
江
戸
後
期
に
な
る
と
「
江
戸
名
所

図
会
」
　
に
三
宝
寺
池
や
諸
社
が
紹
介
さ
れ
る
な

ど
、
区
域
の
一
部
は
名
所
と
し
て
も
注
目
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
し
　
そ
れ
ら
の
場
所
に
は
、

景
勝
を
求
め
て
江
戸
の
文
化
人
た
ち
も
訪
れ
て

い
ま
す
。

今
回
の
特
別
展
で
は
、
江
戸
時
代
の
練
馬
に

つ
い
て
、
様
々
な
資
料
か
ら
紹
介
し
ま
す
。
是

非
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
会
場
　
練
馬
区
郷
土
資
料
室

石
神
井
台
1
－
1
6
－
3
1

胤
0
3
・
1
3
9
9
6
・
⊆
・
0
5
6
3

0
日
時
　
1
0
月
2
5
日
（
土
）
～
1
2
月
1
4
日
（
日
）

＊
た
だ
し
、
1
1
月
3
日
を
除
く
月
曜
日
、
1
1
月

4
日
（
火
）
、
1
1
月
2
8
日
　
（
金
）
　
は
休
重

○
開
室
時
間
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

●
●
●
●
●
●
●
●
1
●
●
●
●
●
○
○
1
●
■
●
●
●
■
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
○

郷
土
資
料
室
で
は
、
練
馬
区
内
の
史
跡
や
自

然
な
ど
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
徒
歩
で
巡
る

「
わ
が
ま
ち
再
発
見
」
を
牢
2
回
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
国
指
定
天
然
記
念
物
の
練
馬

白
山
神
社
の
大
ケ
ヤ
キ
、
都
指
定
旧
跡
の
小
野

蘭
山
墓
、
池
永
道
雲
墓
、
都
指
定
史
跡
の
尾
崎

遺
跡
な
ど
、
練
馬
・
早
宮
・
春
日
町
方
面
の
文

化
財
を
探
訪
し
ま
す
。

○
日
時
1

1
月
9
日
（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
1
2
時
3
0
分

○
コ
ー
ス
平
成
つ
つ
じ
公
園
に
集
合
1
阿

弥
陀
寺
1
白
山
神
社
1
蕎
麦
喰
地
蔵
1
小
野
蘭

山
墓
・
池
永
道
雲
墓
1
中
之
橋
↓
堰
婆
さ
ん
の

黒
松
1
内
田
家
の
屋
敷
林
1
寿
福
寺
1
春
日
神

社
1
尾
崎
遺
跡
1
相
原
正
太
郎
家
住
宅
1
長
谷

川
名
主
門
↓
練
馬
大
根
碑
1
愛
染
院
1
又
六
庚

●

●

●

■

●

●

●

●

■

●

●

■

●

■

●

1

1

●

●

1

■
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●

■

1

■

●

●
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●

●

●

●

●

1

●

●

●

●

申
塔
（
春
日
町
青
少
年
館
内
）
　
で
解
散

約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

○

　

定

　

員

○

　

費

　

用

6
0
名
（
抽
選
）

5
0
円
（
保
険
料
）

池永道雲墓

寛文16年の検地帳（長谷川家文書）

相原家薬医門

小野蘭山墓

「

‥

！

．

■

＝

！

．

！

．

！

．

■

＝

■

‥

！

i

＝

！

i

．

一

一
掲
載
し
た
事
業
へ
の
参
加
方
法
な
ど
詳
細
m

脚
は
「
ね
り
ま
区
報
」
1
0
月
2
1
日
号
を
ご
覧
下
i

一
さ
い
し

－3－
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東
京
文
化
財
ウ
イ
ー
ク
二
〇
〇
三
で
公
開
さ
れ
る
区
内
の
文
化
財

練
馬
白
山
神
社
の
大
ケ
ヤ
キ

（
国
指
定
天
然
記
念
物
）
偏

尾
崎
遺
跡
（
東
京
都
指
定
史
跡
・

出
土
品
は
区
指
定
有
形
文
化
財
）

石
神
井
城
跡
及
び
三
宝
寺
池

（
東
京
都
指
定
旧
跡
）

白
山
神
社
の
拝
殿
前
と
階
段
下
に
二
株
あ
り

ま
す
∪
　
源
義
家
が
一
〇
八
三
年
に
東
北
方
面
の

征
伐
の
戦
勝
祈
願
を
し
た
時
に
苗
木
が
奉
納
さ

れ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
所
在
地
一
練
馬
4
・
－
2
白
山
神
社
境
内

【
交
　
通
盲
且
島
園
駅
（
西
武
池
袋
線
・
都
営
大

江
戸
綿
）
　
下
車
徒
歩
5
分

一
公
開
時
間
】
午
前
9
時
～
午
後
5
時

小
野
蘭
山
墓
（
東
京
都
指
定
旧
跡
）

小
野
蘭
山
　
（
一
七
二
九
～
一
八
一
〇
）
　
は
江

戸
中
期
に
活
躍
し
た
本
草
学
者
（
博
物
学
）
で
、

江
戸
の
医
学
館
で
の
講
義
を
弟
子
が
ま
と
め
た

『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
四
八
巻
は
、
我
が
国
で
は

最
大
の
本
草
学
の
文
献
と
い
わ
れ
ま
す
む
　
墓
所

は
関
東
大
震
災
後
、
西
浅
草
か
ら
移
転
し
て
き

ま
し
た
。

一
所
在
地
一
練
馬
4
－
2
7
迎
接
院
墓
地
内

（
十
一
ケ
寺
墓
地
）

一
交
　
通
」
豊
島
園
駅
　
（
西
武
池
袋
線
・
都
営

大
江
戸
綿
）
　
下
車
徒
歩
3
分

一
公
開
時
間
一
午
前
9
時
～
午
後
4
時

区
立
春
日
小
学
校
の
建
設
に
あ
た
っ
て
、
昭

和
五
四
・
五
五
年
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
旧
石
器

時
代
か
ら
近
世
ま
で
の
複
合
遺
跡
で
す
。
春
日

小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
指
定
範
囲
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ナ
イ
フ
形
石
器
や
縄
文
土
器
、
中
近

世
の
陶
磁
器
な
ど
の
出
土
品
が
校
内
の
展
示
室

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

一
所
在
地
一
春
日
町
5
－
1
2
－
1

春
日
小
学
校
内

一
交
通
］
練
馬
春
日
町
駅
（
都
営
大
江
戸

綿
）
下
車
徒
歩
8
分

［
公
開
時
間
］
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
の

午
前
1

0
時
～
午
後
4
時

＊
必
ず
学
校
受
付
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

《
尾
崎
遺
跡
出
土
品
解
説
会
》

1
1
月
9
日
（
日
）
午
前
川
時
3
0
分
か
ら
午

後
2
時
ま
で
、
学
芸
員
が
出
土
品
に
つ
い
て
の

三
宝
寺
池
は
武
蔵
野
三
大
湧
水
池
の
一
つ
で
、

か
つ
て
は
湧
き
水
が
豊
富
で
、
石
神
井
川
の
源

流
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
南
側
の
台
地

に
、
石
神
井
城
跡
が
あ
り
ま
す
。
中
世
に
こ
の

あ
た
り
を
支
配
し
て
い
た
豊
島
氏
の
城
で
、
太

田
道
港
に
攻
め
ら
れ
、
一
四
七
七
年
に
落
城
し

て
い
ま
す
。
城
の
中
心
と
考
え
ら
れ
て
い
る
部

分
に
は
、
土
塁
や
堀
が
よ
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
主
郭
の
特
別
公
開

1
1
月
3
日
～
9
日
1

0
時
～
1
6
時

［
所
在
地
】
石
神
井
台
一
丁
目
ほ
か

都
立
石
神
井
公
園
内

［
交
通
］
石
神
井
公
園
駅
（
西
武
池
袋
線
）

下
車
徒
歩
川
分

し
ょ
う
た
く
し
ょ
′
＼
ふ
つ
く
ん
ら
く

三
宝
寺
池
沼
沢
植
物
群
落

（
国
指
定
天
然
記
念
物
）

尾崎遺跡出土品

三
宝
寺
池
の
中
央
、
「
中
の
島
」
周
辺
が
指
定

範
囲
と
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ウ
ホ
ネ
な
ど
の
水

生
植
物
を
中
心
に
、
貴
重
な
植
物
相
が
み
ら
れ

ま
す
。
水
質
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
、
絶
滅
し
て

し
ま
っ
た
植
物
も
あ
り
ま
す
が
、
保
護
へ
の
取

り
組
み
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
所
在
地
な
ど
は
右
記
に
同
じ
）

＊
　
文
化
財
を
訪
れ
る
際
に
は
、
所
有
者
や
周

囲
の
迷
惑
と
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
よ
う
。

文化財の情報がホームページでも！

http：／／www・Clty・nerima，trOkyo．jp／shiryo／bunkazai／

または、区のページから「歴史・文化財」へ

主な内容

口遺跡の保護（埋蔵文化財の遺跡地図等）

□指定・登録文化財（文化財紹介と登録の仕組み等）

□歴史点描（区に関連する史実等を紹介）

□郷土資料室と文化財係の事業案内等

※　内容は今後もどんどん充実していきますっ

ご期待ください。

ー4－尼等萱
盲峰台畢1m％亭主■セ虎魚していまT


